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日本のIT企業におけるオープンソース・ソフトウェアの活肝

開発貢献と企業経営1こ与える効熟欄する研究

A study ofthe E丘ect on Business Matlagement by utilization atld

Contribuuon of open source software in Japa11ese lT comparlies

Abstract

To a11alyze how open source software (OSS) a丘ects business growth

both through simple use and by deeper engagement as a stakeholder

in oss community, we conducted questionnaire survey to Japa11ese lT

Comparlies in 2012. Business environment around lT comparlies is always

Char)即ng arld it is conceivable that the oss utilization and contribution

ωSo undergo the chal)ges. SO, we conducted questiomaire survey in 2013

in order to observe the progress atld make comparison between years

In this paper, we capture the present situation of the utilization and

Contribution of oss, and analyze how these indicators a丘ect business

growth.1n 2013 Survey, we make deeper arlalysis on the intar】gible e丘ects

by the utilization al)d contribution of oss
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1.はじめに

IT企業においてオープンソース・ソフトウェア(以下、 OSS)の活用はー

般的になっており、コスト削減のためにのみOSSを活用することは競争優位

を得る要因ではなくなっている。1T企業にとってOSSを活用したITソリュー

ション市場で優位性を獲得するためには、 OSS自体への知識、開発力を高める

必要があり、そのためにOSSの開発プロセス自体に関与すること、すなわち

OSSの開発プロセスの過程へ貢献することは避けられない。そこで、 2012年

度に日本のIT企業における OSSの活用と、 OSSの開発プロセス自体への貢

献、活用と開発貢献との関係、さらにOSSの活用と開発貢献が企業成長に与

える影響について調査・分析を行った。その結果、 LinuXやApache HTTP

Server、データベース(MysQL, postgresQL他)などの主要OSS は、日本

の多くのIT企業にとってまだ活用対象であり、また活用のみによって利益(売

上高見込)を得ていることが分かった。さらに、 Ruby を含むスクリプト言語

やWeb開発フレームワークのRubyon RailS は、一部の日本のIT企業にとっ

て活用対象であり、また活用している企業はこの開発にも貢献している。ただ

し、開発への貢献は未だ、必ずしも企業の成長に結びついていないことも明ら

かとなった 1。

OSSの活用と開発貢献が企業の成長に与える分析フレームワークを導出す

るためには、企業の経営指標に関する経年データが必要とされる。そこで、

2013年度は松江市との共同研究「日本のIT企業におけるオープンソース・ソ

フトウェア(OSS)の活用・開発貢献に関する研究」を活用して、日本のIT

企業における OSSの活用と、 OSSの開発プロセス自体への貢献、活用と開発

貢献との関係、さらにOSSの活用と開発貢献が企業成長に与える影響につい

て引き続き調査・分析を行った。 OSSの活用と開発貢献が企業成長に与える

影響をダイナミックに分析するためにはこの調査を継続して行っていくことが
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野田他(2013a)参照。



8本のIT企業におけるオープンソースツフトウェアの活用・開発貢献と企業経営に与える効果に関する研究

必要であるが、本稿では主に2012年度調査と2013年度調査の比較を主に行う

ことで、日本のIT企業における OSSの活用、開発貢献の進展を分析する。ま

た2013年度調査においては、 OSSの活用や開発貢献の企業における効果(成

果や効果の度合い)の詳細についてアンケート調査で具体的に質問した(参考

資料参g引。本稿ではIT企業のOSSの活用や開発貢献と企業における効果と

の関係も併せて分析することによって、 OSSが企業経営に与える効果につい

ての考察を行う。

2.調査方法

2012年度同様、 OSSの活用と開発貢献、および企業収益との関連を分析する

ことを目的とし、 OSSの活用自体は既に高いことが予想、される OSS関係のIT

企業の全国組織である OSSコンソーシアム会員企業2、またプログラミング言

語Rubyによる産業振興を進めているしまねOSS協議会会員企業3、中国地方の

情報サービス産業協会会員企業'、福岡Rubyビジネス拠点推進会議会員企業5、

に対して「アンケート調査票」(文末資料:「第2回オープンソース・ソフトウェ

ア(OSS)活用実態調査アンケート」)を送付した。「調査票」はこれらのIT企

業650社に送付され、回答のあったIT企業は 146社であった(回答率225%)'。

59

OSSコンソーシアム;オープンソース・ビジネスを推進する団体で2m9年に、 L血峡の

普及を目的としたL血UX コンソーシアムを引き継ぎ、活動を L血UXからオープンソース

全体へ強イヒ・拡大した新団体として発足。会員企業は37社。 h如://WWW.osscons.jP 参照。
しまねOSS協議会:松江市の進めるプログラミング言語Rubyによる産業振興政策Ruby
City MATSUE プロジェクトに参加する企業を中心に2釦6年に設立。 OSSを通じた技術

カ・開発力の向上を目指す。会員企業は25社。 h如://WWWS11imarle心SS.org/参照。
Ruby による産業振興は2009年からのちゅうごく地域Ruby ビジネスフォーラム設立を
契機に中国地方全体のIT産業に波及した。中国地方にはそれぞれ広島県情報産業協会、

山口県情報産業協会、システムエンジニアリング岡山、鳥取県情報産業協会、島根県情

報産業協会の各IT企業の業界団体がある。

福岡Ruby ビジネス拠点推進会議:2008年に設立され、毎年「フクォカ Ruby大賞」を
主催するなどRuby を活用したビジネスの普及活動を行っている。 http://WWW.f、ruby
Com/参照。

2012年度は 642社に送付、回答は 191社、回答率298%であった。



「アンケート調査票」は各IT企業のプロフィール(地域、企業規模、成長率

等)、主要OSS である Linux、 Apache HTTp server、データベース(MysQL,

PostgTesQL他)、 Ruby、それ以外のプログラミング言語(perl, python, PHP

などのスクリプト言語)、 Rubyon RailSのそれぞれのIT企業での活用度、お

よび主要OSSの開発貢献度を調査したものである。活用度に関しては、そ

れぞれのOSSの分野におけるそのOSSの活用割合(例:サーバ0Sとして

LinuX を活用しており、他のサーバ0S も含めた活用のうち LinuXの活用割合)

を、また OSSの開発貢献に関しては、 OSSの団体、コミュニティなどに賛助

金や会費などで直接投資している金額およぴ開発者が業務時間内にOSSの開

発に貢献している人件費(人月換算したもの)等の合計費で金額換算して聞い

た。さらに、 OSSの活用や開発貢献の企業における効果について、 2012年度

のアンケート回答において具体的な成果として記述回答があったものや、考え

られる効果を整理してその効果の度合いを聞いた。なお、文末資料にあるよう

に選択肢はすべてりツカート尺度を用いて回答するものである。
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3.分析結果と考察

3.1 0SSの活用と開発貢献

まずOSSの活用に関しては、 2013年度調査も 2012年度調査同様に Linux

や Apache HTTp server,データベースなどの主要OSS については 50%以

上の割合でこれらを活用している企業が全体の30%前後、25%から四%活用

している企業の割合が40%台、そして70%~80%の企業がこれらのOSSを

活用しているという結果となった(図1参照ソ。

OSSの活用に関しては同様の調査が独立行政法人情報処理推進機構(1PA)

オープンソフトウェア・センター(当時)によって 2007年度から 2009年度

7
2012年度調査結果は野田他(2013a) 63頁参照。 2012度調査と 20]3度調査の間で平均

値の検定についても統計的な有意差はみられなかった。
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にかけて日本国内のIT関連企業に対して行われているが、3年間で見た場合

増加傾向を示しており、20四年度の調査で見ると利用分野ではサーバ構築

に関して 69.6%の企業がOSS を利用している 8。 LinuX や Apache HTTP

Server、データベース等はサーバ構築に際して利用される OSSであり、本調

査でもこれらのOSSの活用が70%~80%に達していることから増加傾向に

あることが分かる。これに比べて Rubyと Ruby on RailS は50%以上の割合

で活用している企業が全体の 10%台であり、これも2012年度調査と同様に低

い結果となっている。

図1日本のIT企業における OSSの活用度(OSSの活用割合)

Appache

データベース

RubY

その他プロク'ラミング語

RubY on Rails

Unux

61

0

19

4

11

「第2回オープンソース・ソフトウェア(OSS)活用実態調査アンケート」(2013)より

回答企業146社における活用度(%)割合毎の企業数

10

6

6

26

6

0% 10% 20%

■100%■75.99%

仙

7 即

18

34

8

90%

22

闘

23

OSSの開発コミュニティへの貢献に関しては、今回(2013年度調査)は人

的貢献(過去1年問に、開発者が業務時問内にOSSの開発に貢献している人

件費を人月換算したもの等の合計費)と金銭的貢献(過去1年問に、 OSS団

50

37

100%

41

30%

50-74%

52

40%

25.49%

51

50%

1-24%

26

独立行政法人情報処理推進機構 IPA (2010)参照.ミドルウエア'入(55.8%)、 web

サイト(55.6%)、ネットワーク構築(55.1%)といったインフラ分野でもいずれも 50%

以上の企業がOSS を利用している。ミドルウエア'入(558%)、webサイト(55.6%)、

ネットワーク構築(55.1%)といったインフラ分野でもいずれも 50%以上の企業がOSS

を利用している。

75

30

60% 70% 80%

活用なし■不明

25



体コミュニティなどに賛助金や会費などで直接支出している金額)に分けて質

問した。

日本のIT企業のOSS開発への貢献度については、これも2012年度調査(人的

貢献と金銭的貢献を合算したものであるが)同様にその活用度に比べて低い9、

すなわち多くの日本のIT企業がOSSのフリーライダーとなっていることを示

している(図3、図4参照)。
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次に、それぞれのOSSの活用と開発貢献(人的貢献および金銭的貢献)との関係(相

関)であるが、これも鋤12年度調査結果同様に、 LirluXやApache HI"Tp selver、

データベースなど活用割合の高かったOSSの相関については有意な相関はみられ

なかった1゜。これに対して、プログラミング言語の相関は比較的強く、特にRuby

と RubyonRails、そしてRuby と RubyonRailS相互間の活用と開発貢献の相関が

高いことが分かる(表1、表2参照)。また、主要OSSの活用と開発貢献については、

人的貢献と金銭的貢献ともにほぼ同様の傾向がみられた。人的貢献と開発貢献で金

額の尺度は異なるが、人的な貢献をしている企業は金銭的な貢献も、金銭的な貢献

をしている企業は人的な貢献もしている傾向を示していることが考えられる。

活用

161Linux

Apache 047

ブータハミース 131

143Ruby

その他言語 105

228 *Rub on Rails

スピアマン順位相関係数検定

人的貢献

表1 主要OSSの活用と開発献(人的献)の相関

Llnux

63

Apache

104

145

131

092

B8

176

"1%水準有意

活用

052Linux

072Apache

ブータハミース 136

098Ruby

その他言語 139

Rub on Rails 180 *

スピアマン1慎位相関係数検定

データ
パ、ース

025

、.029

094

025

106

106

(両倶D

表2 主要OSSの活用と開発貢献(金銭的貢献)の相関

銭的貢献

Ruby

Linux

045

053

076

357 **

214 *

420 **

、5%水準有意

「第2回オープンソース・ソフトウェア(OSS)活用実態調査アンケート」(2013)より

スピアマン順位相関係数検定"1%水準有意,'5%水準有意

その他

Apache

^ヨ五
^ロロ

009

.048

086

057

Ⅱ4

141

赫 1%水準有意

099

056

117

102

351 **

*189

(両倶D

Ruby on
Rails

013

038

050

312 **

196 *

415 **

W2012年度調査結果は野田他(2013a) 65頁参照。

データ
ベース

..013
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044

144

129

(両側)

Ruby

**

080

095

083

461 **

208 *

400 **

*5%水準有意

その他
^妻五
^ロロ

032

013

082

164

217 *

239

(両倶D

Rubyon
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037

033

043

320 **

257 **

343 **
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OSSの活用・開発貢献と、企業の経営指標として売上高成長率(前年度比)、

売上高成長率(次年度見込)、従業員伸び率(前年度比)、従業員伸び率(次年

度見込)との関係(相関)を調べた。その結果、 OSSの活用と企業の経営指

標との関係は、2012年度調査では売上高成長率(次年度見込)との相関が表

れていたのに対し、2013年度調査では総じて売上高成長率(前年度比)との

相関が表れているⅡ。2012年度、 2013年度調査ともに無記名での回答ではあ

るが、回答企業群によって当該年度のIT業界の売上状況を反映していると仮

定すると、前年度にその次年度に見込んだ売上高成長率予測が、当該年度に予

測値と同様の結果として表れているのが分かる(表3参照)。

野田哲夫・丹生晃隆

Linux

Apache

プータ^ース

Ruby

その他言語

Ruby on Rails

表3 主要OSSの活用と企業経営指標の相関

売上高成長率

(前年度比)

「第2回オープンソース・ソフトウェア(OSS)活用実態調査アンケート」(2013)より

スピアマン順位相関係数検定"1%水準有意,'5%水準有意

302 '

189

306"

207

237"

171'

売上高成長率

(炊年度見込)

また、 OSSの開発貢献と企業の経営指標では、 2012年度調査では全く相

関が表れていないのに対して12、 2013年度調査では人的貢献と金銭的貢献で

Linux、Apache、データベースにおいて従業員伸び率(次年度見込み)の間に、

また金銭的貢献でその他の言語と従業員伸び率(次年度見込み)の間に有意な

194

113

219

148

125

098

従業員伸び率

(前年度比)

159

129

201

149

164

B2

Ⅱ2012年度調査結果は野田他(2013a) 66頁参照。
稔2012年度調査結果は野田他(2013a) 66頁参照。

従業員伸び率

(炊年度見込)

091

071

B4

106

053

044
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相関が表れている(表4、表5参照)。相関分析の結果であるので、今後詳細な

検討が必要ではあるが、日本のIT企業はOSS活用によって直接的な売上高成

長を見込むのに対して、 OSSへの開発貢献では従業員増加、人材育成や採用

につながることを見込んでいることが考えられる。

表4 主要OSSの開発貢献(人的貢献)と企業経営指標の相関

Linux

Apache

プータハミース

Ruby

その他中語

Ruby on Rails

売上高成長率

(前年度比)

001

023

、.029

000

051

004

売上高成長率

(炊年度見込)

表5 主要OSSの開発献(金銭的献)と企業経営指標の相関

Linux

Apache

プータハミース

Ruby

その他言語

Ruby on Rails

65

".003

018

、.018

、.053

、.025

、.039

従業員伸び率

(前年度比)

売上高成長率

(前年度比)

「第2回オープンソース・ソフトウェア(OSS)活用実態調査アンケート」(2013)より

スピアマン順位相関係数検定"1%水準有意,'5%水準有意

108

054

071

054

127

046

従業員伸び率

(炊年度見込)

219'

215'

182'

032

U8

109

035

112

085

売上高成長率

(炊年度見込)

33 0SSの活用・開発貢献による効果

2013年度調査においては、 OSSの活用や開発貢献の企業における効果(成

果や効果の度合い)についてアンケート調査で具体的に質問した(文末資料:「第

2回オープンソース・ソフトウェア(OSS)活用実態調査アンケート」問24、

問25参照)。
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まずOSSの活用による具体的な成果では、「会社の技術力が向上した」、「開

発コストが削減した」、「自社商品や新サービスの開発につながった」、「社員

の人材育成につながった」が比較的高い回答割合を示している(図4参照)。

前項で見たようにOSSの活用と企業経営指標との関係において売上高成長率

(2012年度調査は次年度見込、 2013年度調査では前年度比)で相関が認められ

たが、まず「開発コストの削減」が作用していると考えられる。一方でOSS

の活用は「技術力の向上」や「人材育成」などでも効果が認、められていること

も示している。

野田哲夫・丹生晃隆

図4 0SS活用による成果、会社に対する効果(n=133)

開発コストが削減した 10 45

自社商品や新サービスの開発につながった 21

新規顧客の開拓につながった 3424

OSSに閏わる開発案件を受託した 24

会社の技術力が向上した ユ4610

上流から直接受託が可能になった(脱下請) 41

新たな地業相手が見つかった 4516

社員の人材育成につながった 1

人材採用がしやすくなった 18 69

自社の知名度や用力が向上した 16

全くない

「第2回オープンソース

22

3

ワ

次に、OSSの開発貢献による具体的な成果では、「会社の技術力が向上した」、

「自社商品や新サービスの開発につながった」、「社員のモチベーションが高まっ

た」、「社員の人材育成につながった」が高い回答割合を示している(図5参照)。

前項で見たようにOSSの開発貢献と企業経営指標との関係において従業員伸

び率(次年度見込み)で相関が認められたが、 OSSの活用に比べて OSSの開

発貢献による成果では「技術力の向上」や「人材育成」での効果が、企業とし

て人材をより多く採用しようとするモチベーションへとつながっていることが

考えられる。
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新の技術報が入手しやすくなった

新のビジネス情報が入手しやすくなった

自牡商品や新サーヒ'スの開発につながった

自社にとって有利な仕様を策定できた

会社の技術力が向上した

新たな協業相手がつかった

社のモチベーションが高まった

社の人材成につながった

人材採用がしやすくなった

自社の知名度や用力が向上した

図5 0SS開発貢による成果、会社に対する効果

(n=120、「新の技術情報が」のみ n=119)

全くない

「第2回オープンソース

4.結論と残された課題

日本のIT企業におけるOSSの活用および開発貢献が企業成長・企業経営指

標に与える影響を主に2012年度調査と2013年度調査の比較を主に行うことで

分析した。その結果、 OSSの活用、開発貢献において2013年度調査でもL血UX

やApache HTTp server、データベース(MysQL, postgesQL他)などの主

要OSSは、日本の多くのIT企業にとって活用対象であり、これに対してOSS

への開発貢献は依然として低く、日本のIT企業がOSSのフリーライダーとなっ

ていることが分かった。これに対して、 Ruby を含むスクリプト言語やWeb開

発フレームワークのRubyon RailSの活用度は2013年度調査でも低いが、活用

と開発貢献の相関は高い、すなわち活用をしている企業はこれらのOSS (Ruby

やRubyonRails)に対して開発貢献をしていることが分かった。

次に、 OSSの活用と企業の経営指標の関係では、 2012年度調査では売上高

成長率(次年度見込)との相関が表れていたのに対し、20}3年度調査では総

じて売上高成長率(前年度比)との相関が表れている。前年度に、その次年度

に見込んだ売上高成長率予測が当該年度に予測値と同様の結果として表れてい

るのが分かった。 OSSの活用による企業経営指標への効果はタイムラグを置

15

14

0%

ほとんどない

ソフトゥエア(OSS)

17

11

U

48

イ武

67

11

12

35

10

20%

どちらとも

40

39

100%60% 80%40%

えないある程度ある■大きくある

42

39

42

.

活用実態調査アンケート」(2013)より

44

50

ユ

ユユ

Ⅱ
0



いて翌年度に表れていることが考えられるので、 2014年度も引き続き調査分

析が求められる。

また、 OSSの開発貢献と企業の経営指標では、直接的な売上高成長よりも

従業員増加見込みとの間で有意な相関が認、められた。 OSSの活用や開発貢献

の企業における具体的効果の分析から、 OSSの開発貢献を行うIT企業は人

材育成や採用を見込んでいることが考えられる。今回の調査(2013年度調査)

でも2012年度調査同様にOSSの開発貢献と企業の売上高成長率との間には有

意な相関は表れなかったが、 OSSの開発貢献がIT企業にとって人材の面での

効果につながっていることが予想される。 OSSの開発貢献による企業経営指

標への効果についても、次年度見込みは翌年度の成果にどのように表れている

のかを、引き続き調査分析することが求められる。

最終的にはOSSの活用と開発貢献が企業経営指標に関する経年データを揃

え、 OSSの活用と開発貢献が企業経営、さらに企業成長に与える影響をダイ

ナミックに分析することが求められる。

野田哲夫・丹生晃隆
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第2回オープンソース・ソフトウェア(OSS)活用実

【貴社の会社情報についてお聞きします】

*記述回答以外は、該当する項目に0をお付け下さい。

1.本社の所在地(都道府県)をお教えください。

野田哲夫・丹生晃隆

2 創業年をお教えください。

② 1971年~1980年③ 1981年~1990年① 1970年以前

④ 1991年~2000年⑤ 2001年~2005年⑥ 2006年~2010年⑦ 2011年以降

3.主たる業務についてお教えください。

②ソフトウェア開発③ソフトプロダクト開発・販売① S1サービス

④ ITアウトソーシング⑤情報処理サービス⑥ネットワークサービス

⑦ W.b制作・デザイン⑧その他(

4 資本金規模についてお教えください。

① 1.000万円以下② 1,卯0万円超~5,000万円③ 5,000万円超~1億円

④ 1億円超~3億円⑤ 3億円超~10億円⑥ 10億円超~50億円

⑦ 50億円超~100億円⑧ 100億円超

5 従業員規模についてお教えください。

② 11~25人① 10人以下 ③ 26人~50人

⑦ 301人~500人⑥ 201人~300人⑤ 101人~200人

⑨ 1001人以上

6.開発者(プログラマ・エンジニア)の人数についてお教えください。

②"~25人 ③ 26人~50人① 10人以下

⑦ 301人~500人⑥ 201人~300人⑤ 101人~200人

⑨ 1001人以上

フ.売上高規模についてお教えください。

② 1億円超~5億円 ③ 5億円超~10億円① 1億円以下

⑥ 100億円超~300憶円④ 10億円超~50億円 ⑤ 50億円超~100億円

⑦ 300億円超~500億円⑧ 500億円超

8.売上高成長率(前期の会計年度に比べた今期){こついてお教えください。

減少

⑦

大幅増
(20%超)

調査アンケート

増加

⑥

増加傾向
(11~20%増)

③ ④②①

ほぼ横ぱい大幅減減少傾向やや減少
(20%超)(11~20%減)(5~10%減)

売上高成長率(今期の会計年度に比べて次年度見込み)

少

9

④ 51人~100人

⑧ 501人~1,000人

①

大幅減
(20%超)

④ 51人~100人

⑧ 501人~1'000人

②

減少傾向
(11~20%

⑦

大幅増
(20%超)

増加

③

やや減少
)(5~10%減)

⑤ ⑥

やや増加増加傾向
(5~10%増)(11~20%増)

についてお教えください。

④

ほぼ横ぱい

⑤

やや増加
(5~10叱増)



口本のIT企業におけるオープンソースツフトゥエアの活用開発貢献と企業経営に与える効果に関する研究

10.従業員数伸び率(前期の会計年度に比べた今期)についてお教えください。

減少

⑦

大幅増
(20%超)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
大幅減減少傾向やや減少 ほぼ横ぱい やや増加増加傾向大幅増
(20%超)(11~20%減)(5~10%減) (5~10%増)(11~20%増)(20%超)

下1.従業員数伸び率(今期の会計年度に比べて次年度見込み)についてお教えください。

減少

①
大幅減
(20%超)

【オープンソースソフトウェア(OSS)の活用状況についてお聞きします】

*貴社で開発(業務)に活用しているOSSがありましたら、まず活用の有無をお答え下さい。活
用されている場合は、その割合についてお教え下さい。

伊Dサーバ0SとしてLinuXを活用していて、他のサーバ0Sも含めナニ活用のうち、LinuXの活用
割合が50%の場合

②

減少傾向
(11~20%減)

増加

③
やや減少
(5~10%減)

い活用していない不明

① 1~24%② 25~49%③ 50~74%

12. LinuX の活用についてお教えください。

活用している 活用していない 不明
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

① 1~24%② 25~49%③ 50~74%④ 75~99%⑤ 100%

13. ApacheHTTpseⅣ計の活用についてお教えください。

活用している 活用していない 不明

① 1~24%② 25~49%③ 50~74%④乃~99%⑤ 100%

14.データベース(MysQL、postg門SQL等)の活用についてお教えください。

活用している 活用していない 不明

① 1~24%② 25~49%③ 50~74%④乃~99%⑤ 100%

15.プログラミング言語R山yの活用についてお教えください。

活用していない活用している 不明

① 1~24%② 25~49%③ 50~74%④ 75~99%⑤ 100%

16.その他のプログラミング言語(P田1、pytho"、PHP等)の活用についてお教えください。

活用している 活用していない 不明

① 1~24%② 25~49%③ 50~74%④ 75~99% ⑤ 100%

④

ほぼ横ぱい

⑤
やや増加
(5~10%増)

④ 75~99%⑤ 100%
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^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

① 1~24%② 25~49%③ 50~74%④ 75~99%⑤ 100%

増加

⑥
増加傾向
(11~20%増)

17. webフレームワーク Rubyon RailSの活用についてお教えください。

活用している 活用していない 不明



【オープンソースソフトウェア(OSS)の開発貢献についてお聞きします】
貴社におけるOSS自体の開発貢献について、まずは人的、金銭的な貢献を含めて、貢献の

有無をお答えください(人的、金銭的ともにある場合は、双方に0をお付け下さい)。
何らかの貢献をされている場合、金額ベースで換したものが分かりましたらお答え下さ

い。金銭的貢献は、過去1年間1こ、OSS団体コミュニティなどに、賛助金や会費などで直接支
出されている金額。人的貢献については、貴社の開発者が業務時間内に、OSSの開発に貢
献している人件費(人月換算したもの)等の過去1年間の合計費としてお答え下さい。
伊DLinUの開発貢献をしており、人的貢献として、複数のエンジニアの貢献を人月換算・1年間
で1,500万円程度、LinuXコミュニティに対する金銭的貢献として20万円程度の費助金を支出し

^ているム。

開発貢献なし 不明用発貢献あ升発貢献あ

野田哲夫・丹生晃隆

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

18.LinuX への開発貢献についてお教えください。

開発貢献あり開発貢献あり開発献なし
(人的貢献)(金銭的貢献)

以上

① 500万円
未満

①10万②10万円以上③
未満~50万円未満

②500万円以 1000万円以上④2000万円
~1000万円未、~2000万円未満~1億円未満

19. ApacheHTTpseN田への開発貢献についてお教えください。

開発貢献あり開発貢献あり開発献なし不明
(人的貢献)(金銭的貢献)

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

以上

50万円以上
~100万円未満

20.データベース(MysQL、post宮ルSQL等)への開発貢献についてお教えください。

開発貢献あり開発貢献あり開発貢献なし不明

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

不明

④100万円
以上

⑤ 1憶円
以上

21.プログラミング言語Robyのへの開発貢献についてお教えください。

開発貢献あり開発貢献あり開発貢献なし不明
(人的貢献)(金銭的貢献)

③

円
上
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以

⑤

一
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一
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以

0
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随
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22.その他のプログラミング言語(pe"、python、PHP、等)への開発貢献についてお教えください。

開発献あり開発貢献あり開発献なし不明
(金鑁的貢献)

、、、[、、、、、"ー.蔀誤未満~1000万円未満~2000万円未満~1円未満

23. webフレームワーク R"byonRailS への開発献についてお教えください。

開発献あり開発貢献あり開発献なし不朋

24. OSSの活用による果や、会社に対して果力ったことについてお聞きしま。
以下のそれぞれの項目について、成果や効果の度合いに該当する数字に0をお付け下さい。

全くほとんどどちらともある程度大きく
えないあるないない ある

1 開発コストが削減した

2自社商品や新サーピスの開発につながった 1

3 新規顧客の開拓につながった 52 3

4 0SSに関わる開発案件を受託した 2 53

5 会社の技術力が向上した

6 上流から直接受託が可能になった(脱下請)

7 新たな協業相手が見つかった 5

8 社員の人材畜成につながった 5

9 人材採用がしやすくなった 5

10 自社の知名度や信用力が向上した 2 5

25. OSSの開発貢による果や、会社に対して果力ったことについてお聞きします。
以下のそれぞれの項目について、成果や効果の度合いに該当する数字に0をお付け下さい。

全くほとんどどちらともある程度大きく

ないない えないある ある
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④100万円
以上

⑤ 1憶円
以上

1 最新の技術報が入手しやすくなった

2 新のビジネス報が入手しやすくなった

3 自社商品や新サービスの開発につながった

4 自社によって有利な仕様を策定できた

5 会社の技術力が向上した

6 新たな協業相手が見つかった

7 社員のモチベーションがまった

8 社員の人材商成につながった

9 人材採用がしやすくなった

10 自社の知名度や信用力が向上した

2

5

5

5

2

3

5

5

5

一
円

上

鴫
以

-
 
0
 
以

一
④上以

一
万
卯

⑤

ー
ー

満円

0卯
億

2
1

④上
満

以
未円

万

万噐③上
満

以
未噐

②
~

5
~

一
③

4
 
4

3
 
3

上以
一
万
 
0

一
 
1
 
~

②

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

5
 
5

円
一
①

3
 
3

2
 
2

3
 
3

3
3
3
3

2
2
2
2
2

05

5
 
5

4
 
4
 
4

3
 
3

4
4
4
4
4

3
 
3
 
3

5
 
5

2
 
2

2
 
2
 
2

3
 
3

2
 
2
 
2

ー
ー
ー

5
 
5

ー
ー

ー
ー


